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1年 2年 3年 4年
1 4年 1回戦 3位
2 4年 3位 ベスト8
3 4年 3位 2位
4 3年 1回戦 2回戦
5 3年 2回戦 1回戦
6 3年 ベスト8 優勝
7 3年 出場せず 3位
8 3年 ベスト8 1回戦
9 2年 2回戦 3位
10 2年 3位 優勝
11 2年 ベスト8 ベスト8
12 2年 1回戦 ベスト8































a回転 ･両足支持 b回転 ･片足支持 C非回転 ･両足
支持 d非回転 ･片足支持 e捨身技
②投技の種類 (投げる方向)
a前 b後ろ C引き手 d釣り手
③得意技の技術
a引き手の技術 (方向,タイミング,強さ) b釣り手










③奥襟を握 られたときの対処 (奥襟を握 られたとき,相
手の釣り手を切り放す｡または,十分な間合いをとる)
(4)投技における基本動作
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